
オニハダカ属（ワニトカゲギス目 ヨコエソ科）	

Genus Cyclothone	



体長 25~75 mm の小型の中深層性魚類�

現在13種を含む �

＊世界で最も個体数の多い脊椎動物のグループ�

Marshall (1979) より�



オニハダカ属の分子系統	

レンジュエソ	


ヨコエソ	

ツマリヨコエソ	


ウスオニハダカ	


ハイイロオニハダカ	

センオニハダカ	

オニハダカ	


ユキオニハダカ	




オニハダカ属の分子系統	


ウスオニハダカ	


C. obscura 

C. parapalida 

C. pallida 



オニハダカ属の分子系統	


ハイイロオニハダカ	


C. livida 

C. pygmaea 

C. microdon 

C. kobayashii 

C. pseudopallida 



オニハダカ属の分子系統	

C. acclinidens 

C. atraria 

C. braueri 

C. signata 

C. alba 

センオニハダカ	


オニハダカ	


ユキオニハダカ	




Miya and Nishida (1996): オニハダカ属の系統仮説と生息水深	


Bathypelagic	


C. obscura	



C. parapallida	



雄性先熟�

1回産卵	


成熟年齢 2 年�

ウスオニハダカ	


ハイイロオニハダカ	


水深1000m 

水深 300m 
ユキオニハダカ	


センオニハダカ	


オニハダカ	




浅層種	


�小型，早熟，1 回産卵，	


�産卵数が少ない�

深層種	


�大型，晩熟，多数回産卵，	


�産卵数が多い�

オニハダカ属の進化	


卵は300 ~1000個�

卵は1500 ~4500個�

卵のサイズは 0.5 mm	



しかし，例外も… 

Miya and Nishida (1996) 



アホロートルのネオテニー：変態の仕組み	


視床下部	


TRH=甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン 
TSH=甲状腺刺激ホルモン	


下垂体	
 甲状腺	
 変態	


脳内	
 チロキシン	
TSH TRH 



アホロートルのネオテニー：変態の仕組み	


視床下部	


TRH=甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン 
TSH=甲状腺刺激ホルモン	


下垂体	
 甲状腺	

変態 
せず	


脳内	
 チロキシン	
TSH TRH × × × 

外鰓をもつ成体	


最初のホルモンが放出されないために幼形化	




アホロートルのネオテニー：変態の仕組み	


視床下部	


TRH=甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン 
TSH=甲状腺刺激ホルモン	


下垂体	
 甲状腺	
 変態	


脳内	


チロキシン	


TSH TRH × × 

細胞のホルモン感受性は残っているため，変態できる	




ホライモリ	


１）餌の乏しい洞窟内に生息 
２）極めて長期の絶食に耐える 
３）変態せずに10~12年後に成熟する 
４）寿命が極めて長い（80~100年？） 
５）稀に卵を産まず幼生を産む 
　　（通常は直径8~12ミリの卵を石の下などに産む）	


全長30cm 

ネオテニー的な祖先から進化	




アホロートルのネオテニー：変態の仕組み	


視床下部	
 下垂体	
 甲状腺	

変態 
せず	


脳内	


チロキシン	


TSH TRH × × 

ホライモリ	


極めてネオテニーな祖先から進化 
細胞のホルモン感受性が失われた 
　（環境「光」が影響）	


TRH=甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン 
TSH=甲状腺刺激ホルモン	



